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独
庵
玄
光

(
一
六
三
〇
-
一
六
九
八
)
師
は
連
山
師
と
共
に
洞
門
に
お

け
る
因
院
易
嗣
の
革
弊
を
早
く
か
ら
主
張
し
、
そ
の
主
張
は
元
禄
十

一

年

(
一
六
九
八
)
二
月
十

一
日
六
十
九
歳
の
生
涯
を
閉
じ
た
後
、
所
謂
の

宗
統
復
古
運
動
の
主
流
と
な
つ
た
梅
峯

・
卍
山
両
師
を
中
心
と
す
る
革

弊
運
動
遂
行

の
原
動
力
と
な
つ
た
こ
と
は
周
知
さ
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
そ
の
革
弊
運
動
が
幕
府
側
の
政
治
的
配
慮
と
相
侯
つ
て

成
立
し
て
以
後
、
宝
永
年
間

(
一
七
〇
四
-
一
七
一
〇
)
に
至
る
と
俄

に

独
庵
師
に
対
す
る
批
判
が
見
出
さ
れ
る
。

損
翁
師

は

『
損
翁
老
人
見
聞
宝
永
記
』
に
よ
れ
ば
、
独
庵
師
を
次
の

よ
う
に
誹
諺
し
た
い
う
。

玄
光
未
レ
及

二永
覚

之
識
量
殉
(
中
略
)
但
以
ご
聯
明

一向
二
冊
子
上

哨
自
模
二
索
仏

祖
之
縦
跡
幻
以
レ故
護
法
集
中
渉
二僻
説
一頗
多
。
具
眼
者
可
二看
破
一而
已
。

こ
う
し
た
損
翁
師

の
独
庵
師
に
対
す
る
批
難
は
、
宗
旨
と
い
う
面
か

ら
後
に
卍
山
師
系
の
宗
学
が
正
統
視
さ
れ
る
時
点
で
、
独
庵
師
が
天
桂

師
と
共
に
宗
門
に
お
い
て
異
端
視
さ
れ
る
問
題
を
含
め
て
曹
洞
禅
復
古

思
想
史
上
の
問
題
と
し
て
論
じ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
が
、
今
は
単
に

損
翁
師
の

「
未
及
永
覚
之
識
量
」
と
批
難
し
、
「
護
法
集
中
、
渉
僻
説

頗
多
」
と
誹
諺
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
の
み
注
視
し
、
そ
の
批
難
誹
諺
の

根
元
的
な
理
由

の

一
端
を
、
独
庵
師
の

『
護
法
集

』
十
六
巻
を
初
め
と

す
る
多
数

の
著
作
の
過
半
を
特
徴
づ
け
て
い
る
儒
仏
二
教
に
わ
た
る
議

論
を
そ
の
背
景
と
し
て
瞥
見
す
る
に
止
め
て
お
き
た
い
。

今
こ
こ
で
は
、
そ
の
時
代
の
思
想
背
景
を
包
含

し
て
独
庵
師
の
儒
仏

論
を
詳
述
す
る
紙
面
を
持
た
ぬ
が
、
師

の
議
論
の
特
色
は
単
に
儒
仏
の

一
致
を
論
ず
る

(岡
田
師
は
そ
の
著

『
日
本
禅
籍
史
論
』
に
お
い
て
独
庵
師

は
儒
仏
一
致
論
を
唱
え
た
と
す
る
が
)
の
で
は
な
く

し
て
、
あ
く
ま

で
も

儒
と
仏
と
を
並
列
的
に
み
て
い
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。

例
え
ば
、
師
は
儒
と
仏
と
を
判
然
と
区
別
し
て
、

凡
儒
仏
之
先
徳
、
各
取
其
書
之
言
之
彷
二彿
於
儒
仏
哨
而

一
二致
於
二
教
一、
而

息
其
徒
之
争
。
其
心
非
レ不
レ美
。
而
二
教
皆
明
一萌

理
幻
儒
不
二待
レ仏
而
行
殉

仏
何
必
合
レ儒
而
後
行
。

と
明
言
し
、
さ
ら
に
儒
と
仏
と
の
厳
然
た
る
差
異
は
、
前
者
が
入
世
で

後
者
が
出
世
で
あ
る
と
す
る
と
こ
ろ
に
察
せ
ら
れ
る
よ
う
に
、
そ
こ
に

独
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は
思
想
と
宗
教
と
い
う
根
本
的
な
相
違
が
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
、

其
語
錐
レ似
其
義
非
也
。
今
因
二彷
彿
依
稀
之
一
二
言
嚇
而
解
二儒
書
一、
同
二仏

義
一釈
二仏
経
哨
而
混
二儒
文
鱒
量
儒
典
之
義
乎
。
貴
仏
教
之
義
乎
。

と
も
云
つ
て
い
る
。
ま
た
、儒
者

の
仏
教
に
対
す
る
批
判
に
つ
い
て
も
、

程
子
の
問
題
に
触
れ
て
、

偶
見
二
己
之
不
学
一而
巳
。
程
子
以
レ文
害
レ義
、
則
錐
六
経
不
レ可
レ解
。

と
極
論
し
、
さ
ら
に
は
儒
仏
混
同
の
原
因
に
つ
い
て
、

大
凡
解
二仏
教
儒
典
一者
、
解
二其
所
ワ
知
而
於
所
二其
不
ワ
知
則
闘
レ
焉
可
也
。

以
二己
之
見
聞
一限
、
逢
二文
義
難
ワ解
、
則
或
以
為
二脱
簡
噛
或
以
為
二舛
誤
幻

敢
加
二塗
注
一疵
類
舞
章
、
改
二易
句
字
一、
疑
二誤
後
学
殉

と
云
つ
て
は
い
る
が
、
独
庵
師
は
そ
の
禅
的
立
揚
か
ら
儒
教
を
批
難
排

斥
せ
ず
に
、
飽
く
ま
で
も
儒
と
仏
と
を
並
列
し
て
み
て
い
る
。

『
護
法
集
』
中
に
は
、
こ
う
し
た
儒
仏
論
が
散
見
さ
れ
る
が
、
就
中

『
譜
語
』
に
至

つ
て
は
こ
れ
全
編
が
儒
教
論

で
あ
り
、
『
漫
勃
』
は
そ

の
序
に

「拠
儒
議
釈
」
と
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
こ
こ
で
は
明
確
に
格
義

的
方
法
と
し
て
儒
典
に
よ

つ
て
仏
教
を
解
す
る

一
方
法
が
示
さ
れ
て
い

る
。
さ
ら
に
云
え
ば
、
廓
門
師
が

『
護
法
集
』
の
出
典
考
証
し
た

『
独

庵
護
法
集
砕
金
』
に
よ
れ
ば
、
そ
の
考
証
出
典
の
殆
ど
が
外
典
で
あ
る

と
こ
ろ
に
も
独
庵
師
の
著
作
の
傾
向
の
証
左
を
う
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
あ
る
が
、

こ
う
し
た
儒
教
的
な
背
景
を
も
つ
思
考
傾
向
が
、
損
翁
師

が
ま
ず
第

一
に

「護
法
集
中
渉
僻
説
頗
多
」
と
誹
諦
し
た
根
拠

の

一
端

と
な
つ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
れ
で
は
、
独
庵
師
は
何
故
に
儒
仏
二
教
を
厳
然
と
区
別
し
な
が
ら

も
、
そ
れ
を
並
列
視
し

「拠
儒
議
釈
」
と
い
う
時
点
に
お
い
て
儒
教
を

容
認
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
な
思
考
法
に
重
大
な
影
響

を
与
え
た
の
は
、
損
翁
師
が

「
未
及
永
覚
之
識
量
」
と
批
難
す
る
ま
で

も
な
く
、
永
覚
禅
師

・
鼓
山
元
賢
師
の
影
響
を
そ
の
背
景
に
考
え
な
い

わ
け
に
は
い
か
な
い
。
独
庵
師
は

『
鼓
山
晩
録
』
に
注
を
施
し
、
さ
ら

に
は
永
覚
師

の

『
楳
言
』
『続
楳
言
』
を
校
正
上
梓
し

永
覚
大
師
所
レ著
媒
言
続
楳
言
者
、
到
二彼
岸
一之
宝
横
。
達
二宝
所
一之
良
導
。

と
讃
美
し
、
そ
れ
を

「
儒
仏
の
眼
目
、
経
論
の
肝
心
」
な
り
と
讃
辞
を

お
し
ま
ず
、
そ
の
上
梓
の
経
緯
を
、

独
所
レ恨
者
、
此
土
市
販
所
二流
布
一之
本
、
有
二誤
字
一有
二脱
字
一、
未
レ為
二全

本
殉
猶
如
下人
身
被
二創
夷
一而
未
吾療
也
。
予
為
レ之
不
レ
安
。
普
探
二書
騨
一、

購
ー得
大
師
之
真
子
鼓
山
為
霜
禅
師
所
レ刻
支
那
刻
本
幻
(中
略
)

と
述

べ
て
い
る
と
こ
ろ
に
そ
れ
を
知
り
う
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の

『篠

言
』
『続
膜
言
』
は
独
庵
師
も
云
う
よ
う
に
、
永
覚
師
が
儒
仏
の
眼
目
、

経
論
の
肝
心
を
論
述
し
た
も
の
で
あ
る
が
、そ
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
は
、

当
時
の
儒
禅

一
致
論
の
弊
害

へ
の
弾
劾
で
あ
る
。「
し
た
が
つ
て
独
庵
師

の
上
梓
も
ま
た
当
時
の
日
本
に
お
け
る

『儒
仏
或
問
』
あ
る
い
は

『
儒

仏
合
論
』
等

々
に
お
い
て
議
論
さ
れ
て
い
る
そ
う
し
た
思
想
傾
向
に
対

す
る
批
判
を
込
め
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
推
察
に
難
く
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
当
時
の
禅
界

へ
の
永
覚
師
の
影
響

は
看
過
す
べ
か
ら
ざ

る
も
の
が
あ
つ
た
の
は
事
実
で
あ
り
、
独
庵
師

が
そ
の
最
た
る

一
人
で
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あ

つ
た
こ
と
は
、
「
題
鼓
山
永
覚
禅
師
画
像
賛
」
に
も
よ
く
窺
え
る
が
、

『
護
法
集
』
に
永
覚
師
の
唯

一
の
法
嗣
で
あ
る
為
森
道
需
師
の
序
が
寄

せ
ら
れ
て

い
る
こ
と
が
何
よ
り
も
よ
く
独
庵
師
の
永
覚
師

へ
の
傾
倒

.

思
慕
の
念
を
現
わ
し
て
い
る
と
云
え
よ
う
。
そ
れ
は
宗
祖
道
元
禅
師
に

対
す
る
そ
れ
よ
り
も
大
き
な
比
重
を
占
め
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

こ
う
し
た
理
由
の

一
端
は
、
「書
叢
林
薬
樹
後
」
に
よ
れ
ば
、
『広
録
』

を
偽
書
と
み
、
『
眼
蔵
』
に
つ
い
て
は
、

独
庵

一
生
片
言
、
不
レ渉
二彼
書

(眼
蔵
)
一、
有
レ問
レ之
者
、
則
日
、
我
不
知

我
不
知
、
未
レ見
こ彼
書
殉

と
云
つ
た
と
伝
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
独
庵
師
は

『
眼
蔵
』
の

存
在
を
容
認
し
て
い
な
か

つ
た
よ
う
で
あ
り
、
そ
の
間
の
事
情
を
、

其
如
二
独
庵
嚇
錐
異
道
百
家
之
書
、
無
レ不
レ読
。
則
堂
又
可
レ遺
二
我
家
之
古

書
一哉
。

夫
如
二独
庵
一気
勢
激
烈
、
護
法
之
志
老
益
々
壮
。
是
非
辮
別
無
レ所
レ不
レ至
。

則
量
敢
措
二彼
書

(眼
蔵
)
一哉
。
不
レ措
也
必

。

と
伝
え
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
彼
の
博
覧
強
記
な
る
独
庵
師

に
と

つ
て
さ
え
も

『
眼
蔵
』
は
当
時
全
く
の
室
中
本
と
し
て
の
秘
本
で

し
か
な
か

つ
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
独
庵
師
に
と
つ
て
は
宗
祖
と
し
て
の

道
元
禅
師
が
極
め
て
不
鮮
明
な
存
在
で
あ
つ
た
こ
と
に
起
因
し
て
い
る

の
で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
る
。
し
た
が
つ
て
、
独
庵
師
の
時
代
に
は
、

而
今
其
両
派
之
不
二相
容
一、
如
二水
火
之
不
フ同
レ器
。

と
か
あ
る

い
は
、

今
日
日
域
洞
済
両
派
之
徒
各
袴
二耀
所
長
一更
相
殿
辱
。

と
述

べ
て
い
る
よ
う
に
、
洞
済
二
家
の
対
立
が
存

し
た
が
、
独
庵
師
は

自
ら
の
よ
る
曹
洞
禅
的
立
場
か
ら
臨
済
禅
を
対
立
視
す
る
ど
こ
ろ
か
、

両
禅
を

「曹
難
之
胤
」
と
か

「
曹
難
之

一
源
」
と
み
て
、
そ
れ
を
融
合

視
さ
え
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
窺
え
る
の
で
あ
る
が
、
こ
う
し
た
思
考
の

一
端
は
、
そ
の
儒
教
的
教
義
を
背
景
と
す
る
思
想
と
相
侯

つ
て
、
宗
派

的
偏
見
に
取
ら
わ
れ
な
い
、
当
時
と
し
て
は
有
数
な
禅
者
と
し
て
の
資

格
で
は
あ
つ
た
の
か
も
し
れ
ぬ
が
、
宗
統
復
古

以
後
、
『眼
蔵
』
を
そ

の
宗
学
の
基
盤
と
す
る
宗
門
人
に
と
つ
て
は
、
独
庵
師
の
思
想
は
極
め

て
特
異
な
も
の
と
映
ら
ざ
る
を
得
な
か
つ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ

る
。
し
た
が
つ
て
、
損
翁
師
の
独
庵
師
に
対
す
る
批
難
誹
諦
と
い
う
の

は
、
は
か
ら
ず
も
宗
統
復
古
直
後
の
宗
門
的
立
場
か
ら
み
た
独
庵
師
の

特
異
性
と
い
う
も
の
を
明
確
に
示
唆
し
て
い
る
と
云
え
よ
う
。

だ
が
し
か
し
、
そ
の
示
寂
に
あ
た
つ
て
、
卍
山
師
は

「隻
手
ヲ
失
フ

ガ
ゴ
ト
ク
」
嘆
か
れ
た
と
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
、
当
時
に
あ

つ
て
は
宗

門
的
に
も
知
見
広
大
な

一
代
の
偉
大
な
る
竜
象

で
あ
つ
た
こ
と
に
は
相

違
な
い
の
で
あ
り
、
ま
た
宗
統
復
古
以
後
の
所
謂
宗
学
復
興
期
に
与
え

た
影
響
は
、
異
端
と
さ
れ
る
天
桂
師
と
共
に
計
り
知
れ
ぬ
も
の
が
あ
る
。

と
同
時
に
独
庵
師
の
宗
門
的
に
排
斥
さ
れ
る
思

想
の
特
異
性
は
洞
門
と

い
う
枠
を
超
え
て
、
か
え
つ
て
当
時
の
儒
仏

一
致
説
あ
る
い
は
そ
れ

へ

の
対
論
と
い
う
日
本
思
想
史
の
範
躊
の
上
か
ら

は
極
め
て
比
重
の
大
き

い
存
在
で
あ
る
と
云

つ
て
も
過
言
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
(註
略
)
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